





































































































































































































































































































































































































形 働き 程度副詞の修飾 “不”で否定 述語になる
性
質
形
容
詞
＜単純形＞
白
热
清楚
性質、属性を表す
観念的
抽象的
＜受ける＞
很白
非常热
比较清楚
＜できる＞
不白
不热
不清楚
おかざりの“很”
必要
墙很白
状
態
形
容
詞
＜複雑形＞
雪白
热乎乎
清清楚楚
生き生きとした
状況描写
認定的
強調的
具体的
＜受けない＞
×很雪白
×非常热乎乎
×比较清清楚楚
＜できない＞
×不雪白
×不热乎乎
×不清清楚楚
おかざりの“很”
不要
×墙很雪白
｜ 87 ｜
データから見る中国語初級学習者の誤用の考察
　［正誤判断：（日本語文を参考に、正しい文に（○）をつけなさい。解答は一つのみ。）］
　・昨日は暑かった。
　　昨天是热了。（×）昨天很热了。（×）昨天很热。（○）昨天是很热了。（×）昨天热了。（×）
　正解は“昨天很热。”だが、最も誤答率が高いのは“昨天热了。” （誤答率37.3％） と “昨天很
热了。” （誤答率23.3％）であった。
　・この中華料理はおいしかった。
　　这个中国菜是很好吃了。（×） 这个中国菜是好吃了。（×）这个中国菜很好吃了。（×）
　　这个中国菜好吃了。（×） 这个中国菜很好吃。（○）
　ほぼ半数の学習者が“这个中国菜好吃了。” （誤答率45.3％）、“这个中国菜很好吃了。” （誤答
率41.3％）を選んだ。このことから、学習者の強い「“了”＝過去形のマーカー」という思い
込みを消すために、以下のように、過去、現在、未来の三つの時制の形容詞述語文を練習する
必要があると感じた。
　例：
　　昨日は寒かった。⇒“昨天很冷。”
　　今日は寒いですね。⇒“今天很冷。”
　　明日は寒いかもしれない。⇒“明天会（可能）很冷。”
　さらに、以下のような変化を全く意味しない過去形の形容詞述語文に、故意に“了”をつけ
て、その間違いを学生に気づかせようとする練習を通して、“了”が全て過去を表すものでは
ないことも強調していかねばならないであろう。
　例：
　　×“昨天的电影很有意思了。” ⇒○“昨天的电影很有意思。”
　　×“上个月我非常忙了。” ⇒○“上个月我非常忙。”
　　×“昨天去的四川饭馆儿不好吃了。” ⇒○“昨天去的四川饭馆儿不好吃。”
3.4変化形による誤用
　「昨日は暑かった。」を訳すと“昨天很热。”が正解である。学習者はこれを“昨天热了。”と
よく誤訳してしまう。しかし、仮に「昨日から暑くなってきた」という意味を表したい場合で
あれば“昨天（开始）热了。”と言えるのである。
　実際には、文末の“了”語気を表す以外、段階の状況を表すには以下の三つの機能がある17。
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　　①　新しい状況の実現：“春天了”（春になった）　（郭春貴2001：133）
　　②　状況の継続：“我学了三年了”（勉強して 3 年になる）　（郭春貴2001：133）
　　③　完了の状況：“信写好了”（手紙は書いた）　（郭春貴2001：133）
　以上の例文を見て分かるように、動詞文の“了”が動作の持続、完了の意味を表すのと異な
り、名詞、形容詞の後に“了”がついた場合は、新しい状況が発生したこと、以前の状況から
別の状況に変化したことを表すのである。
　しかし、改めて考えてみると、動作の完了も一種の変化であると言ってもいいであろう。即ち、
“了”は諸事項の「結束⇔進入」臨界転換変化のマーカーだと認識しても構わないと思われる18。
　　（ 1 ）“她的脸红了”。（彼女は顔が赤くなった）　（三宅登之（2012：160）
　　（ 2 ）“天凉快了”（気候が涼しくなった）　（三宅登之（2012：160）
　　（ 3 ）“家具旧了”。（家具が古くなった）　（三宅登之（2012：160）
　形容詞述語文は動作が存在しないので、当然動作完了の状態はありえない。従って、“了”
は必ず新しく起きた変化の意味を表すのである。さらに、“他明年就是大学生了。”（来年、彼
は大学生になる。）この文の“了”は「…になる」という未来の変化を表している。
　実際の誤用分析
　初級学習者は過去時制の形容詞文を作る時に、つい“了”と“的”を文末に置いてしまう傾
向が強いため、以下のテストを行った。
　　　［正誤判断（中国語原文を参考に、正しい日本語訳に（○）をつけなさい。解答は一つのみ）］
　　・学生没做作业，老师有点儿不高兴了。（誤答率45.3％）
　　→〇学生が宿題をしなかったので、先生は少し不機嫌になった。
　　→×学生が宿題をしないので、先生は少し不機嫌になった。（誤答率19.3％）
　　→×学生が宿題をしていなかったので、先生は少し不機嫌だった。（誤答率18％）
　　→×学生が宿題をしないので、先生は少し不機嫌だった。（誤答率 8 ％）
　この問題を見ると、26％の学習者が“不高兴了
4
”の意味を「不機嫌だった
4 4 4
」と誤解している
ことが分かった。“了”を見ると、すぐに過去形であると考えてしまう傾向にあるようである。
　　　［間違い訂正（日本語を参考に間違い訂正全文書き直し）］
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　　・この料理はおいしくなかったので、父は少し不機嫌になった。
　　　这个菜是不好吃，爸爸不太高兴的。
　　→〇这个菜不好吃，爸爸有点儿不高兴了。
　　　〈学習者の間違い（誤答率57.8％）〉
　　→×这个菜不是好吃的，爸爸不太高兴的。
　　→×这个菜是不好吃，爸爸是不太高兴的。
　　→×这个菜不好吃了，爸爸不太高兴了。
　以上の問題でも、学習者にとって、過去時制の文にそのまま形容詞のみを使うのには抵抗が
あり、どうしても過去形のシンボルだと勘違いした“了”、“的”をつける傾向が強いと見て取
れる。
４．終わりに
　外国語の学習に誤りは付き物だが、言葉の誤りは早いうちに直すことが非常に重要だと日々
痛感する。しかし、教師は学習者の誤りをただ訂正するだけではなく、なぜ間違ったのか、な
ぜこのような誤用に至ったのか、それをどのように直せばよいのかを考えねばならないであろう。
　さらに、学習者の誤りから教師自らも教授法を見直し、学習者が同じ間違いを繰り返さない
ように、正しい中国語をどのように学習者に定着させるのかを模索し続けなければならないと
思う。
　一年を通して行ってきた本研究であるが、成果は、学習者が「どのように間違えるのか、そ
してなぜ間違えるか」を採収できたことが大きい。これにより、学習者の誤答パターンと原因
をある程度把握できた。そして、学習者にとって必要な教学文法が何であろうかと考察できた。
　今後、文法テスト作成の際などには、今回のデータを参考にし、より合理的且つ有効な問題
が作成できるであろう。さらに、学習者が誤答しがちな問題にも先回りして説明することがで
きるような効果的な教授法を模索していこうと思う。
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